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令和５年１２月 

ふじみ野市議会



 

 

１ 会議設置 

   令和５年６月２０日 

 

２ 調査事項 

   議会基本条例の見直し検証 

 

３ 調査期限 

   令和５年１２月１５日 

 

４ 構成委員 

   座長 原 田 雄 一 

   委員 鈴 木 美 恵 

   委員 加 藤 恵 一 

   委員 民 部 佳 代 

   委員 塚 越 洋 一 

 

５ 会議開催日及び調査内容 

№ 開 催 日 場 所 内    容 

令和５年 

第１回 

６月２０日（火） 

出席委員５名 
第１委員会室 見直し検証の方法等について 

第２回 
８月１８日（金） 

出席委員５名 
第１委員会室 

第１条から第１０条までにつ

いて 

第３回 
９月１９日（火） 

出席委員５名 
第１委員会室 

第１１条から第２４条までに

ついて 

第４回 
９月２２日（金） 

出席委員５名 
第１委員会室 

第２５条から第３３条までに

ついて 

第５回 
１１月１７日（金） 

出席委員５名 
第１委員会室 

全条文の総括的な検証・報告

書素案の検討 

 
１２月１５日（金） 

議員全員協議会 
第１委員会室 全議員に対して検証結果報告 

 

６  検証結果について 

検証期間：令和５年６月２０日～令和５年１２月１５日  

  

 

〇ふじみ野市議会基本条例 

前文 

ふじみ野市は、古くは江戸と川越を結ぶ陸路と水運の要所として栄え、高度経

済成長以降は、首都圏近郊の住宅都市として発展してきた。平成１７年１０月に

旧上福岡市と旧大井町の合併によって１０万都市となり、自治体規模の変化に対

応すべく行財政改革が進められ、地方分権の推進を図るための関係法律の整備等

に関する法律の施行と相まって、より自主性・自立性が問われる時代となった。 

このような状況下において、ふじみ野市議会は、日本国憲法によって定められ



 

 

た市民を代表する唯一の議事機関であることを認識し、市民から選ばれた二元代

表制の一翼を担う機関として市長等の執行機関との健全な緊張関係を構築し、政

策立案及び監視機能を積極的に発揮し、様々な媒体を通して情報を公開し、議会

としての存在感を示すことが求められている。 

これらを達成するために、これまで積み重ねてきた議会改革を推し進め、議会

及び議員の責務を認識し、平素の自己研鑽と資質の向上、公正性と透明性の確保

など、議会活動を支える仕組みを本条例に制定し、市民の負託に応えられる開か

れた議会を目指し、取り組んでいくことをここに決意し、この条例を制定する。 

①評  価…対象外 

②評価内容…前文については、条例制定の決意を述べたものであり、文言や内容に問

題はないため対象外とする。 

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、ふじみ野市議会（以下「議会」という。）の基本理念等を定

め、二元代表制の下、議会及びふじみ野市議会議員（以下「議員」という。）の

活動原則等を明らかにするとともに、議会と市長等の執行機関（以下「市長等」

という。）及び市民との関係の基本的事項を定めることにより、市民の負託に的

確に応え、もって市民福祉の増進、市勢の豊かな進展及び議会制民主主義の健全

な発展に寄与することを目的とする。 

①評  価…対象外 

②評価内容…本条は、条例の目的を定めており、文言や内容に問題はないため対象外

とする。 

③意  見…条例全般の運用が、目的達成のために機能しているかの検証は常に必要

である。 

 

（基本理念） 

第２条 議員は市民の代表であることを自覚し、議会は二元代表制の一翼を担う機関

としての機能を最大限発揮させ、地方自治の本旨の実現を目指すことを基本理念と

する。 

①評  価…対象外 

②評価内容…本条は、条例の基本理念を定めており、文言や内容に問題はないため対

象外とする。 

 

（他の条例等との関係） 

第３条 この条例は、議会における基本的事項を定めるものであることから、議会に

係る他の条例及びその他の規程を制定し、又は改廃しようとするときは、この条例

と整合を図るものとする。 

２ この条例の施行に関し必要な事項は、条例、規則その他の規程で定める。 

①評  価…対象外 



 

 

②評価内容…本条は、他の条例等との関係を定めており、文言や内容に問題はないた

め対象外とする。 

 

第２章 議会及び議員の活動原則 

（議会活動の原則） 

第４条 議会は、市民を代表する合議制の機関としての責務を認識し、次に掲げる

原則に従い、活動するものとする。 

(1) 公正性及び透明性を確保した議会運営を目指し、市民から信頼される議会で

あること。 

(2) 議決責任を深く認識し、市民に対する情報の公開及び市民が納得のできる説

明責任を果たすこと。 

(3) 誰にとっても身近で分かりやすく開かれた議会であること。 

(4) 市政の課題に関する論点及び争点を明らかにし、自由闊(かっ)達な討議を行

うこと。 

(5) 市民の負託に的確に応えられる議会のあり方を探求し、議会改革に継続的に

取り組むこと。 

①評  価…対象外 

②評価内容…本条は、議会活動の原則を定めており、文言や内容に問題はないため対

象外とする。 

③意  見…前回の見直し検証結果から更に議会改革が前進している。 

 

（議長及び副議長） 

第５条 議長は、議会を代表する立場において中立かつ公平な職務を行い、民主的な

議会運営を通して、議会改革につなげるものとする。 

２ 前項の規定は、副議長が議長の職務を行う場合について準用する。この場合にお

いて、同項中「議長」とあるのは、「副議長」と読み替えるものとする。 

①評  価…対象外 

②評価内容…本条は、議長及び副議長について定めており、文言や内容に問題はない

ため対象外とする。 

 

（本会議） 

第６条 議会の意思は、議場に参集した全ての議員による定例会又は臨時会の会議

（以下「本会議」という。）でこれを決定する。 

２ 議会の議決を要する事件は、本会議の議決を経てその効力を生ずる。 

①評  価…対象外 

②評価内容…本条は、本会議について定めており、文言や内容に問題はないため対象

外とする。 

 

（臨時会の招集） 

第７条 議長は、付議すべき事件があるときは、議会運営委員会の議決を経て臨時会



 

 

の招集を市長に請求することができる。 

２ 議員は、その定数の４分の１以上の者により、臨時会の招集を市長に請求するこ

とができる。 

３ 前２項の規定による請求をしたが、招集されない場合は、議長が臨時会を招集す

る。 

４ 臨時会の会期は、議会が決定する。 

①評  価…対象外 

②評価内容…地方自治法第１０１条に定められており、文言や内容に問題はないため

対象外とする。 

 

（会議録） 

第８条 議長は、事務局長に定例会及び臨時会の会議録を作成させ、保管しなければ

ならない。 

２ 前項の会議録は、写しの閲覧、インターネットの利用等により公開しなければな

らない。ただし、個人の権利利益の侵害その他相当の理由があると認めるときは、

この限りでない。 

①評  価…Ａ 

②評価内容…会議録は、議会会議規則第８５条から第８９条までの定めに従い的確に

遂行している。 

③意  見…(1)会議録の作成・公開は、遅滞なく適正に実施されている。なお、利便

性を高めるため公開方法を考慮することが求められる。 

(2)本会議のインターネット録画配信でも議事の内容を公開しているの

で、周知していくことが求められる。 

 

（災害発生時の対応） 

第９条 議長は、災害発生時にふじみ野市議会災害対策会議（以下「災害対策会議」

という。）を置くものとし、被災情報を収集及び整理し、ふじみ野市災害対策本部へ

提供する等の対応に努めるものとする。 

２ 災害対策会議の設置及び情報提供の方法等は、議長が別に定める。 

３ 議会及び議員は、災害発生時に市民の安全確保や被害の拡大の防止等に努めるも

のとする。 

４ 災害時における議員の行動基準等は、議長が別に定める。 

①評  価…Ａ 

②評価内容…市議会災害対策会議設置要綱、市議会災害対策指針を制定している。ま

た、実際に台風など風水害対応や議会防災訓練を実施している。 

③意  見…議員としての行動基準、情報提供などをより具体化し、共有することが

重要である。 

 



 

 

（議員活動の原則） 

第１０条 議員は、選挙で選ばれた公職としての責務を深く認識し、次に掲げる原則

に従い、活動するものとする。 

(1) 議会活動を最優先するよう努めること。 

(2) 市政に関する市民の意思を的確に把握するよう努めること。 

(3) 市政の課題並びに政策に関する広範な情報収集及び調査研究に努めること。 

(4) 自らの資質向上のため、不断の研鑽(さん)を積み重ねること。 

(5) 議会の構成員として、個別的課題の解決だけではなく、市全体の福祉の増進を

目指すこと。 

①評  価…対象外 

②評価内容…本条は、議員活動の原則について定めており、文言や内容に問題はない

ため対象外とする。 

 

（会派） 

第１１条 議員は、議会活動に資するため、同一の理念等を有して活動する会派を結

成することができる。 

２ 会派は、次に掲げる役割を果たすものとする。 

(1) 政策の立案及び提言並びにこれらの調査研究をすること。 

(2) 議案等の審議及び審査のための調査研究をすること。 

(3) 議会運営及び政策立案等に関し、必要に応じて会派間で相互に協議及び調整を

行い、円滑かつ効果的な議会運営に努めること。 

①評  価…対象外 

②評価内容…本条は、会派について定めており、文言や内容に問題はないため対象外

とする。 

③意  見…結成された会派が同一の理念等のもとに活動し政策立案等の調査や視

察を行い結果を出している。また、会派間での協議・調整を積極的に行

うなど、円滑かつ効果的な議会運営に努めているが、さらに、この機能

の質を高める努力が必要である 

 

（政務活動費） 

第１２条 政務活動費の交付を受けた会派又は議員は、政策立案又は議案等の審議及

び審査のための調査研究等に資する活動費用として活用し、その使途を収支報告書

とともに報告し、透明性を確保しなければならない。 

２ 政務活動費の交付に関し必要な事項は、ふじみ野市議会政務活動費の交付に関す

る条例（平成１７年ふじみ野市条例第１６１号）の定めるところによる。 

①評  価…Ａ 

②評価内容…各会派が支出目的に従い適正に活用している。なお、透明性を確保する

ため、その使途を収支報告書にまとめ市議会ホームページに掲載するな

ど、積極的に市民に公開している。 



 

 

 

（議員の政治倫理） 

第１３条 議員は、選挙で選ばれた公人であり、市政に携わる権能及び職責を有する

ことを深く認識し、政治倫理の向上及び確立に努めるものとする。 

２ 議員の政治倫理に関し必要な事項は、ふじみ野市議会議員政治倫理条例（平成 

３０年ふじみ野市条例第３９号）の定めるところによる。 

①評  価…対象外 

②評価内容…本条は、議員の政治倫理について定めており、文言や内容に問題はない

ため対象外とする。 

③意  見…⑴議員個々の責任により、条文のとおり実施している。 

      ⑵公人としての認識を強く持ち、政治倫理の向上及び確立に努めている。 

       

（議員定数） 

第１４条 議員の定数は、ふじみ野市議会議員定数条例（平成１８年ふじみ野市条例

第６２号。次項において「議員定数条例」という。）の定めるところによる。 

２ 委員会又は議員が、議員定数条例の改正議案を提出しようとするときは、議員定

数に係る基準等について明確な改正理由を付して提出するものとする。 

３ 前項の規定による提出をするに当たっては、参考人制度、公聴会制度等を用い、

市民の意見を積極的に聴取するよう努めるものとする。 

①評  価…対象外 

②評価内容…地方自治法第９１条に定められており、文言や内容に問題はないため対

象外とする。 

③意  見…⑴人口規模や財政規模、委員会数など、相対的に考え適正な定数である

と考える。 

      ⑵説明責任を果たすために機会をとらえた検証が必要である。 

 

（議員報酬） 

第１５条 議員報酬は、ふじみ野市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

（平成１７年ふじみ野市条例第３４号。次項において「議員報酬等条例」という。）

の定めるところによる。 

２ 委員会又は議員は、議員報酬の額の変更に伴う議員報酬等条例の改正議案を提出

するときは、明確な改正理由を付して提出するものとする。 

３ 前項の規定による提出をするに当たっては、参考人制度、公聴会制度等を用い、

市民の意見を積極的に聴取するよう努めるものとする。 

①評  価…対象外 

②評価内容…地方自治法第２０３条に定められており、文言や内容に問題はないため

対象外とする。 

③意  見…⑴人口規模や財政規模など、相対的に考え妥当な額であると考える。 

      ⑵説明責任を果たすために機会をとらえた検証が必要である。 

 



 

 

（議員の表決賛否の公表） 

第１６条 議会は、議案に対する各議員の態度を議会広報、ホームページ等で公表し、

各議員の表決に対し、市民の評価が的確になされるよう情報の提供に努めるものと

する。 

①評  価…Ａ 

②評価内容…前回の見直し検証報告では未実施であったが、令和２年第１回定例会か

ら議員の表決賛否の公表を市議会ホームページ、議会だより【第５７号】

から継続して公表している。 

 

第３章 市民との関係 

（市民参加） 

第１７条 開かれた議会に資するため、本会議及び委員会は、これを公開とする。 

２ 議会は、請願の審査に際し、請願者から趣旨の説明を聴く機会を確保するよう努

めるものとする。 

３ 議会は、開かれた議会を実現するため、積極的な広報及び広聴活動に努め、市民

の声が議会に反映されるよう努めるものとする。 

①評  価…Ｂ 

②評価内容…市議会ホームページにおいて、議会運営の状況や会議録システムによる

会議録の公開、市議会だより等で市民へ適切に公表し、開かれた議会運

営を行っている。 

③意  見…広聴活動やＩＣＴ機能において、より質を高めるための工夫が必要であ

る。 

 

（議会報告会） 

第１８条 議会は、議員と市民とが市政全般についての情報及び意見を交換するため、

議会報告会を開催しなければならない。 

①評  価…Ａ 

②評価内容…令和元年は市民と対面式で、午前の部及び午後の部の計２回実施した。 

午前の部は市役所本庁舎５階全員協議会室で、午後の部は大井総合支所

２階ゆめぽるとで開催した。 

令和２年は新型コロナウイルス感染症の蔓延により中止した。 

令和３年、令和４年は新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、動画

配信により実施した。 

令和５年は常任委員会ごとに休日に開催した。 

③意  見…より多くの市民に参加していただける報告会となるよう、常に検討・工

夫が必要である。 

 

 



 

 

（パブリックコメント） 

第１９条 議会は、政策提言機能を最大限発揮するため、基本的な政策等の策定に当

たり、パブリックコメントを行うことができる。 

①評  価…Ａ 

②評価内容…前回の見直し検証報告時点では未実施であったが、令和３年３月に委員

会提出議案である「ふじみ野市中小企業及び小規模企業振興基本条例

（案）」に対するパブリックコメントを実施した。 

 

第４章 議会と市長等との関係 

（議員と市長等との関係） 

第２０条 議会は、二元代表制の下、市長等との対等で緊張ある関係を構築し、市長

等の事務の執行の監視及び評価を行うとともに、政策の立案及び提言を通じて、市

政の発展に取り組むものとする。 

２ 議員の市長等に対する質疑及び質問は、広く市政の課題に関する論点及び争点を

明らかにするため、一問一答の方式で行うことができる。 

３ 本会議又は委員会に出席した市長等は、議員から質問を受けたときは、その論点

を整理するため、議長又は当該委員会の委員長の許可を得て、当該議員に対し反対

に質問することができる。 

①評  価…Ａ 

②評価内容…⑴一般質問等により政策の提言などを行っている。 

      ⑵議案に対する質疑も比較的活発に行われていると考える。 

      ⑶二元代表制の機関としての権能を発揮するため、規定内容の実現を目

指して努力している。 

③意  見…議会の監視機能の強化、提言した事項の検証など常任委員会などで所管

事務調査を積極的に実施し、市政の発展に取り組むことが重要である。 

 

（議決事件） 

第２１条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第２項に規定するものの

ほか、議会の議決すべきものは、市政運営の指針となる総合的な最上位計画（当該

計画の実現のため、市政全般にわたり総合的かつ体系的な計画を別に定めた場合は

当該計画を含む。）の策定、変更又は廃止とする。 

２ 議会は、議事機関としての機能強化のため、議会の議決すべき事件の追加等を必

要に応じて検討するものとする。 

①評  価…対象外 

②評価内容…地方自治法第９６条に定められており、文言や内容に問題はないため対

象外とする。 

 

（閉会中の書面による質問） 

第２２条 議会は、閉会中に緊急を要する事案等が発生した場合は、市長等に対し、

書面により質問を行うことができる。 



 

 

２ 市長等は、前項の規定による質問を受けたときは、書面で回答するものとする。 

３ 議会は、前２項の書面による質問及び回答は、全ての議員に通知するとともに、

公表するものとする。 

①評  価…対象外 

②評価内容…閉会中の書面による質問について定められており、文言や内容に問題は

ないため対象外とする。 

 

第５章 議会の機能強化 

（議会改革） 

第２３条 議会は、社会環境、経済情勢等の変化を的確に把握し、新たに生ずる市政

への課題等を適切かつ迅速に対応するため、平素より議会改革に取り組むものとす

る。 

２ 議会は、市民に分かりやすい議会運営を行うため、議会に関する例規等を継続的

に見直すものとする。 

①評  価…Ａ 

②評価内容…任意の会議体として議会改革推進委員会を設置するなど、議会改革に向

けた取り組みは継続的に実施されている。 

③意  見…引き続き状況変化に対応した議会改革の実践が必要である。 

 

（議員研修の充実及び強化） 

第２４条 議会は、議員の資質の向上を図るため、議員研修の充実及び強化に努める

ものとする。 

２ 議会及び議員は、市政の課題を多角的な視点から捉えるため、他の地方公共団体

等の事例を調査研究するものとする。 

３ 議会は、前２項の議員研修及び調査研究の実施状況を議会広報、ホームページ等

により公開するものとする。 

①評  価…Ａ 

②評価内容…毎年、全議員を対象に講師による講演等の研修を実施している。 

また、その状況については、議会広報等で公開している。 

③意  見…議員個人、会派でも研修の機会は積極的に活用し、自らの資質向上のた

め研鑽（さん）を積むことも重要である。 

 

（自由討議） 

第２５条 議会は、言論の府であることを認識し、議員相互の自由討議に努め、議論

を尽くすものとする。 

２ 議員は、政策提言及び条例、意見等の議案の提出を積極的に行い、議員相互の自

由討議が拡大するよう努めるものとする。 

①評  価…Ｂ 



 

 

②評価内容…令和３年２月に市議会委員間討議実施要綱を制定した。また、議会運営

委員会において、定例会の運営について自由討議を実施している。 

③意  見…市議会委員間討議実施要綱を周知し委員会などで課題を提起して、積極

的な自由討議が実施されるよう努める。  

 

（調査のための機関の設置） 

第２６条 議会は、議会活動に関し、審査、諮問又は調査のため必要があると認める

ときは、調査のための機関を置くことができる。 

２ 議会は、市の事務に関する調査のため必要があると認めるときは、学識経験者等

で構成する調査機関を置くことができる。 

①評  価…対象外 

②評価内容…調査のための機関の設置について定められており、文言や内容に問題は

ないため対象外とする。 

 

（議会事務局） 

第２７条 議長は、議会による政策立案機能を強化させ、議会運営を円滑かつ効率的

に進めるため、議会事務局の調査機能及び政策法務機能の充実強化並びに人員組織

体制を整えるよう必要な措置を講ずるものとする。 

２ 議長及び議会事務局は、議員の議会活動に必要となる政策情報の提供及び調査に

努めるものとする。この場合において、議会事務局は、専門的な知識や経験を有す

る者の活用を図ることができる。 

①評  価…Ｂ 

②評価内容…議会の機能・権能を発揮するためには議会事務局の果たすべき役割は 

大きい。規定内容の実現に向けて今後も工夫が必要と考える。 

③意  見…調査、研究機能の充実が必要である。 

 

（議会図書室） 

第２８条 議会は、議員の調査研究に必要な図書その他の資料を収集し、それを整理

するための議会図書室を適正に管理運営するとともにその機能強化に努めるもの

とする。 

①評  価…Ｂ 

②評価内容…⑴令和３年５月に市議会と文京学院大学で連携協定を締結をし、議会図

書室と大学図書館の連携を図った。 

⑵令和３年１１月に文京学院大学と図書館相互利用覚書を締結し、図書

館の相互利用、レファレンスが可能となった。 

③意  見…閲覧環境は整備されたが、利用環境の向上まで至っていない。 

 

 



 

 

（予算の確保） 

第２９条 議会は、二元代表制の趣旨を踏まえ、議事機関としての機能を発揮するた

めに必要な予算の確保に努めるものとする。 

①評  価…Ａ 

②評価内容…議事機関として現状での機能発揮のための予算確保は行われている。 

 

（交流及び連携の推進） 

第３０条 議会は、政策形成及び広域的な課題を解決するため、他の地方公共団体の

議会等との交流及び連携を推進するものとする。 

①評  価…Ｃ 

②評価内容…検証期間においては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止措置に

より他機関との交流が困難であった影響があり、未実施である。 

③意  見…今後の取り組みが課題である。 

 

（広報広聴の充実） 

第３１条 議会は、開かれた議会を実現するため、その諸活動に関し多様な媒体を活

用して積極的な広報及び広聴に努めるとともに、それらの活動を通じて得られた市

民の声を議会活動に反映するものとする。 

①評  価…Ｂ 

②評価内容…(1)市議会ホームページにおいて、議会運営状況や会議録システムによ

る会議録の公開、市議会だより議会の状況等で市民へ適切に公表し、

議会報告会を実施するなど開かれた議会運営を行っている。 

      (2)広報活動は充実しているが、広聴機能が強化されるべきである。 

③意  見…議員自ら行動し、さらに広報広聴活動に努めることが重要である。 

 

第６章 定期検証及び見直し手続 

（条例の定期検証） 

第３２条 議会は、ふじみ野市議会議員一般選挙を経た任期開始後、その都度、速や

かにこの条例の施行の状況について全員協議会で検証を行うものとする。 

①評  価…Ａ 

②評価内容…見直し検証を実施した。 

 

（条例の見直し手続） 

第３３条 議会は、この条例の施行後に必要があると認めるときは、この条例の施行

の状況について議会運営委員会等で検証を行い、その結果に基づいて必要な措置を

講ずるものとする。 

①評  価…対象外 

②評価内容…本条は、条例の見直し手続について定めており、文言や内容に問題は 

ないため対象外とする。 

 



 

 

 

【評価内訳】 

評価内容 項目数 

Ａ：達成…概ね(８割程度)目的を達成した １１ 

Ｂ：一部達成…概ね一部(５割程度)目的を達成した ５ 

Ｃ：未達成…目的を達成できなかった １ 

―：評価対象外 １７ 

※前文含む３４項目  

 

 

７ 総評 

  この度の「ふじみ野市議会基本条例」の検証については、令和元年度に続き２度

目となりますが、第３２条により一般選挙後を経た任期開始後、速やかに検証する

とされているため本検討会議にて実施したものであります。 

検証にあたっては、会議を５回開催して条文ごとに慎重に審議し、各委員からの

意見を集約して前記の個別評価及び評価内容となりました。 

総評としては、対象外の項目は１７項目であり前回の検証時よりも評価対象とし

た項目が増えており、議会としての実績、活動を評価できます。 

達成状況としては「Ａ評価」の項目は１１件、６５％と半数を超え、さらに一部

達成「Ｂ評価」と合計した場合は１６件、９４％と高い達成率になっています。 

しかし、一部達成「Ｂ評価」の内容は、５割程度の達成項目のため継続した改善

が必要であります。また、未達成「Ｃ評価」１項目については、今後の検討課題と

して明らかになったものであり以下のとおり付言します。 

 

 

③交流及び連携の推進（第３０条） 

  議会は、政策形成及び広域的な課題を解決するため、他の地方公共団体の議会

等との交流及び連携を推進するものとしております。現状としては、一部の会派

間での交流はされているものの、議会としての交流及び連携はなされていない状

況です。 

今後においては、条文に定めのあるように、議会としての広域的な課題に対す

る組織体制の構築が必要と考えます。 

 


